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カリフォルニア州の概要
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【概要】

• GDP：約3.6兆ドル（2022年、世界5位）

• 人口：約4,000万人（米国1位）

• 面積：約42万km2（日本の1.1倍）

• 歴史的に先進的な環境政策を採用

【課題】



説明の流れ
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1.エネルギー・環境関連の現状と目標

2.関連する主な規制

3.分野別トピック



GHG排出量

4

大型車両 8.8%

乗用車・小型トラック 25.5％

商業 3.6％

住宅 6.8％

発電 16.1％

発電(州内）
11.1％

運輸 36.8%

農業
8.6％

精製 7.0%

石油・ガス 3.2%

住宅・商業

CA州でのセクター別GHG排出量（2020年）

出典 : CARB https://ww2.arb.ca.gov/ghg-inventory-graphs

冷媒 5.2%

家畜 6.1%

10.5％

発電(州外）
5.1％

作物 1.8%

• CA州のGHG排出は約3.7億t
(2020年、全米2位)。

• 運輸部門が最も多く1/3以上、
次いで鉱工業、発電部門。

• 2030年までに1990年比で
40%削減、2045年までにカー
ボンニュートラルが目標。



発電電力量の内訳
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州内発電量の内訳（2022年）
203 TWh

出典：http://www.energy.ca.gov/almanac/electricity_data/electricity_generation.html

• CA州の総電力消費量は約288TWhであり、約1/3は州外から電力を調達(2022年)。

• 州内発電量の43.8%は再生可能エネルギー由来。太陽光発電が拡大。

• 2030年までに再エネ60%、2045年までに100%カーボンフリーが目標。

出典：California Electrical Energy Generation

再エネ
(43.8%)

天然ガス
47%

太陽光
19%

再エネ発電電力量の推移（大規模水力除く）

バイオマス

地熱

風力

太陽光

太陽熱

小型水力



ZEVの販売台数
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• 2023年Q3の全米におけるZEV販売35万台のうち、12万台がCA州で販売された。

• 2023年4月にCA州の累計でZEV*販売150万台を突破、2025年目標を2年前倒しで達成。

• CA州では新車に占めるZEV（ゼロエミッション車）の割合が約25％に。

• 新車販売においては、2035年までに乗用車と小型トラックを全てZEVに、2045年までに中型・

大型車を全てZEVにすることを目標。

米国・CA州におけるZEV販売台数の推移

出典：California Electric Vehicle Market Report – Veloz

出典：https://www.energy.ca.gov/data-reports/energy-almanac/zero-
emission-vehicle-and-infrastructure-statistics/new-zev-sales

CA州におけるZEV販売台数等

四
半
期
ご
と
の
販
売
台
数

*ZEV（ゼロエミッション車）には、BEV、PHEV、FCEVを含む。
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カリフォルニア州の主な規制
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Cap and Trade Program（排出権取引）
GHG排出量が2.5万t/年以上の事業者に対し一定量のGHG排出権を割り当てる制度。発電・産業
部門、輸送部門・燃料供給事業者等が対象で、州全体のGHG排出量の85%をカバー。
事業者排出枠を超える場合は、州政府から追加分を購入、または他社から取引で確保する必要がある。
直近のオークション価格は$30/tCO2前後で推移。

Renewables Portfolio Standard（RPS、再エネ割合基準）
電力小売事業者に対し、販売電力量の一定割合を適格な再生可能エネルギーから調達することを要
求するもの。2018年の目標修正では、2020年までに再エネ33%、2024年までに44%、2027年まで
に52%、2030年までに60%、2045年までにカーボンフリーの電力を目指す。

Low Carbon Fuel Standard（LCFS、低炭素燃料基準）
燃料製造会社や販売会社に対し、炭素強度CI（燃料1MJ当たりから発生するライフサイクルのGHG排
出量）の削減義務を課す制度。2030年までに輸送燃料のCIを20％削減する目標。目標を超える削
減でクレジットが生成するが、達成できない場合は他社からクレジットを購入することが必要。2018年
の改定で、EV（急速充電器）、FCV（水素ステーション）、CCSへの優遇策が追加。



カリフォルニア州の主な規制
（自動車関連）
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高度クリーン自動車(ACC: Advanced Clean Car)関連規制
スモッグの原因となる汚染物質の削減及びGHG排出を削減する規制。小型車については一定比率は

ゼロエミッション車を販売するよう義務付けるZEV規制を2012年に採用。中・大型車については、高

度クリーントラック(ACT: Advanced Clean Trucks)規制により、2024年から販売台数の一定比率

をZEVにすることが義務付け。

革新的クリーン交通 (ICT: Innovative Clean Transit)規則
2040年に交通機関が100％ゼロエミッションバスで運行されることを目指し、2023年からは大規模

な交通機関が調達するバスの25％を、2029年以降は全ての交通機関が調達するバスの100%をゼ

ロエミッションとすることを義務付け。

自動運転車のZEV義務化
2030年以降に運用される全ての小型自動運転車に対し、ゼロエミッション車であることを義務付け。

ゼロエミッション空港シャトル規制
州内の13の空港においてシャトル運行を行う事業者に対し、 2035年までに100％、ゼロエミッションの

車両でシャトルの運行を行うことを義務付け。



カリフォルニア州の主な規制・目標
（建築物関連）
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建築物及び電化製品基準
1970年代に建築物と電化製品（断熱材、窓、屋根、照明、空調など）に関する米国初の基準をそ
れぞれ確立。

• 2019年の更新では、2020年以降の新築住宅に対し太陽光発電の設置を義務化。
• 2021年に承認された基準では、2023年以降に建築されるほとんどの住宅をオール電化に対応
させることを義務付け。ヒートポンプや太陽光発電と蓄電池システムに重点。

ヒートポンプ導入目標
2022年7月、ニューサム知事は2030年までに300万戸、2035年までに700万戸の気候変動対応
住宅を建設し、2030年までに600万台のヒートポンプを設置するという目標を掲げた。

o 州の行政機関CARBが
2022年に発表した、
カーボンニュートラル達成
のためのScoping Plan
における建築物エネル
ギー需要見通し

出典：https://ww2.arb.ca.gov/our-work/programs/ab-32-climate-change-scoping-plan/2022-scoping-plan-documents
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大型エネルギー貯蔵の増加
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出典：https://www.eia.gov/todayinenergy/detail.php?id=56880

• 太陽光発電の急増によりダックカーブ問題はより深刻に。

• 大型のエネルギー貯蔵の設置が増加。2023年には
6,600MWに到達。

• 2022年にCPUCが発表した10年計画では、大型ソー
ラー導入量とバッテリー導入量がほぼ同量であり、系統の
安定をバッテリーに依存するスキームとなる見通し。

低電力需要日における正味の負荷曲線
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Figure 3.  New Resource Buildout of 
38 MMT Core (cumulative MW) 

 

Table 2.  New Resource Buildout of 38 MMT Core (Cumulative MW) 

Resource Type 2022 2023 2024 2025 2026 2028 2030 2032 

Gas -    -    -    -    -    1  1  1  

Biomass 34  65  83  107  107  134  134  134  

Geothermal 14  114  114  114  184  1,160  1,160  1,160  

Wind 1,719  1,741  2,071  3,553  3,553  3,553  3,553  3,553  

Wind on New Out-of-

State Transmission -    -    -    -    0  0  1,500  1,500  

Offshore Wind -    -    -    -    120  195  195  1,708  

Utility-Scale Solar 3,094  6,549  7,750  11,000  11,000  11,397  14,457  18,883  

Battery Storage 2,565  4,604  10,617  12,553  12,553  13,609  14,086  14,751  

Pumped (long-duration) 

Storage -    -    -    -    196  1,000  1,000  1,000  

Shed Demand Response 151  151  353  441  441  441  441  441  

Total 7,577  13,224  20,988  27,768  28,154  31,489  36,527  43,131  

出典：California Sees Unprecedented Growth in Energy Storage, A Key 
Component in the State’s Clean Energy Transition
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2032年までの新規リソース導入量（38 MMTシナリオ）カリフォルニア州におけるエネルギー貯蔵の累積導入量

出典：CPUC Integrated Resource Plan



洋上風力発電の計画
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• 2021年5月、連邦政府とCA州が、沖合での洋上風力の開発を推進することに合意。7月に2海域

がWEA(Wind Energy Area)として指定され、環境評価等が進められた。

• 2022年12月に総額7億5710万ドルでのリース権入札結果が公表。予定容量は4.6GW。

• 西海岸の沖合は水深が深いため、浮体式の洋上風力発電で検討が進められている。

• 2030年までに2〜5GW、2045年までに25GWの洋上風力発電の導入目標が掲げられている。

CA州沖のWEA

落札企業 国名 落札額

Equinor Wind US ノルウェー $130,000,000

RWE Offshore Wind 
Holdings

ドイツ $157.700.000

California North 
Floating

デンマーク $173,800,000

Central California 
Offshore Wind

米国 $150,300,000

Invenergy California 
Offshore

米国 $145.300.000

CA州沖の風力ポテンシャル 2022年12月の入札結果

出典：https://windexchange.energy.gov/maps-data/146
出典：https://www.boem.gov/renewable-energy/state-activities/california

CEC Adopts Historic California Offshore Wind Goals, Enough to Power Upwards of 25 Million Homes



クリーン水素の活用に向けた取組
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• 2023年8月、ニューサム知事はビジネス・経済開発局（GO-Biz）にクリーンで再生可能な水素市

場を構築するための水素市場開発戦略の策定を指示。

• 2023年10月、 DOEの水素ハブにカリフォルニア州のARCHES*が選定された。

• 最大で12億ドルが政府から提供。補助率1/2。

• 大型車両、発電、港湾業務などの脱炭素化が困難な部門の水素プロジェクトを拡大。

• 再生可能エネルギーとバイオマスのみから水素を製造。

出典： California Selected as a National Hydrogen Hub | California Governor

ARCHESのプロジェクト予定サイト

出典： Meet-Arches_October-2023.pdf (archesh2.org)

*Alliance for Renewable Clean
Hydrogen Energy Systems

港湾で実証中の
FCトップハンドラー

Fuel Cell Electric Truck
(Toyota)



ご静聴ありがとうございました。

15


